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研究成果概要 

平 成 ２ ２ 年 度 に は 太 陽 活 動 が 活 発 に な り 、X - c la s s  f la r eが 多 数 回

発 生 し 、太 陽 粒 子 が 50 Ge V以 上 に 加 速 さ れ 太 陽 表 面 で 作 り だ す 太 陽

宇 宙 線 や 太 陽 γ 線 が 、 乗 鞍 や 宇 宙 ス テ ー シ ョ ン に 搭 載 さ れ た 中 性

子 受 信 機 で 検 出 さ れ る こ と が 期 待 さ れ た 。 し か し な が ら 太 陽 活 動

は ま だ 低 調 で あ り 、 我 々 の 期 待 し た 規 模 の フ レ ア は 発 生 し て い な

い 。 し か し 来 る べ き 大 型 フ レ ア の 到 来 を 期 待 し て 様 々 な 準 備 研 究

を 行 っ て き た 。 特 に 20 09年 7月 に 宇 宙 ス テ ー シ ョ ン に 搭 載 さ れ た  

中 性 子 計 測 装 置 SED A-A P- FIBの 解 析 に 力 を 入 れ て き た 。 そ の 結 果  

 

（ １ ）  太 陽 中 性 子 が 到 来 し た と き に エ ネ ル ギ ー を 決 定 す る  

ソ フ ト が 完 成 し た 。 ま た  

（ ２ ） 201 0年 2月 に 発 生 し た 4個 の M -c l assの 太 陽 フ レ ア に 対 し て  

    太 陽 中 性 子 が 到 来 し て い る か ど う か の 検 証 を 試 み た 。  

    衛 星 は ４ 回 と も 太 陽 を み る こ と が で き る 日 照 の 位 置 に  

あ っ た が 太 陽 中 性 子 の 到 来 は 無 か っ た 。  

（ ３ ） 201 1年 ２ 月 １ ５ 日 に 発 生 し た X 2－ c la s sの フ レ ア で  

    太 陽 中 性 子 の 到 来 が 期 待 さ れ た が 、 残 念 な が ら 、 衛 星  

    の 位 置 は 日 陰 に あ っ た 。 ま た 乗 鞍 が 観 測 に 最 適 で あ っ た  

が 通 常 冬 期 に は 太 陽 高 度 が 低 く 大 気 で の 吸 収 の た め  

観 測 は 困 難 で あ る 。 次 回 に 期 待 し た い 。  

（ ４ ） 乗 鞍 に 設 置 し た 1m 2の 中 性 子 ・ γ 線 観 測 装 置 は 順 調 に  

    稼 働 し て い る こ と を 現 地 の 共 同 利 用 の 旅 費 で 上 り  

確 認 し 合 わ せ て 調 整 し た 。 以 上 の 結 果 は 新 潟 大 学 で  

開 催 さ れ た 日 本 物 理 学 会 と F i n l a n dの T u r k市 で 開 催 さ れ た

 第 欧 州 宇 宙 線 国 際 会 議 で 口 頭 に て 発 表 し た 。 そ の 内 容 は  

As t r o n o my  a n d  As t r op h y s i c s誌 （ レ フ リ ー 付 き ） に 掲 載  

さ れ る 。  
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